
三

専
攻
学
科
目　

植
物
分
子
生
物
学

生　

年　

月　

昭
和
二
四
年　

二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
七
年　

三
月 

大
阪
大
学
理
学
部
生
物
学
科
卒
業

同　

五
二
年　

三
月 

名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
三
年　

六
月 
国
立
遺
伝
学
研
究
所
分
子
遺
伝
部
研
究
員

同　

五
四
年　

三
月 
理
学
博
士
（
名
古
屋
大
学
）

同　

五
八
年　

四
月 
名
古
屋
大
学
理
学
部
生
物
学
科
助
手

同　

六
一
年　

四
月 

名
古
屋
大
学
遺
伝
子
実
験
施
設
助
教
授

平
成　

元
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
植
物
分
子
生
物
学
研
究
室
主
任
研
究
員

同　

一
一
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
ゲ
ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
植
物
ゲ
ノ
ム
機
能
情
報
研
究

 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

同　

一
七
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
植
物
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

同　

二
五
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

同　

二
九
年　

四
月 

名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院
特
別
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

二
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
顧
問
（
令
和
五
年
三
月
ま
で
）

同　
　

五
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
主
幹
研
究
員
（
現
在
に
至
る
）

同　
　

五
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
栄
誉
研
究
員

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

篠し
の　

崎ざ
き　

一か
ず　

雄お



四

専
攻
学
科
目　

植
物
分
子
生
理
学

生　

年　

月　

昭
和
二
九
年　

五
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
二
年　

三
月 

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
家
政
理
学
科
二
部
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 
東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
七
年　

三
月 
理
学
博
士
（
東
京
工
業
大
学
）

同　

五
七
年　

四
月 

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

同　

五
九
年　

四
月 

名
古
屋
大
学
遺
伝
子
実
験
施
設
特
別
研
究
員

同　

六
二
年　

一
月 

米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
博
士
研
究
員

平
成　

元
年
一
〇
月 

理
化
学
研
究
所
基
礎
科
学
特
別
研
究
員

同　
　

五
年　

四
月 

農
林
水
産
省
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
生
物
資
源
部
主
任
研
究
官

同　

一
六
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

令
和　

二
年　

四
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　
　

二
年　

四
月 

東
京
農
業
大
学
総
合
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

篠し
の　

崎ざ
き　

和か
ず　

子こ



二
二

理
学
博
士
篠
崎
一
雄
氏
及
び
理
学
博
士
篠
崎 

和
子
氏
の
「
植
物
の
環
境
ス
ト
レ
ス
応
答
と
耐

性
獲
得
に
関
す
る
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研

究
」（
共
同
研
究
）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

植
物
が
生
存
す
る
た
め
に
は
、
乾
燥
、
異
常
な
気
温
、
塩
な
ど
の
環
境
ス
ト

レ
ス
に
応
答
し
て
耐
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
植
物
の
環
境
ス
ト

レ
ス
応
答
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
生
理
学
的
手
法
が
主
流
だ
っ
た
が
、
篠

崎
一
雄
氏
と
篠
崎
和
子
氏
は
、
一
九
八
九
年
、
共
に
理
化
学
研
究
所
に
赴
任
し

た
後
、
世
界
に
先
駆
け
て
こ
の
研
究
分
野
に
分
子
生
物
学
的
手
法
を
導
入
し
、

植
物
の
環
境
ス
ト
レ
ス
応
答
と
耐
性
獲
得
に
関
す
る
遺
伝
子
と
そ
の
制
御
に
関

す
る
体
系
的
な
研
究
を
開
始
し
た
。
篠
崎
和
子
氏
は
一
九
九
三
年
に
国
際
農
林

水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
、
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
東
京
大
学
の
教

授
に
就
任
す
る
が
、
両
氏
は
一
貫
し
て
共
同
研
究
を
進
め
た
。

篠
崎
氏
ら
は
、
乾
燥
や
低
温
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
遺
伝
子
を
、
ア
ブ
ラ

ナ
科
植
物
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
用
い
て
探
索
し
、
多
数
の
遺
伝
子
が
こ
れ
ら
の

ス
ト
レ
ス
に
応
答
し
て
転
写
レ
ベ
ル
で
発
現
誘
導
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
に
応
答
す
る
遺
伝
子
の
転
写
に
関
す
る
詳
し
い

解
析
を
進
め
先
駆
的
な
成
果
を
上
げ
る
。
植
物
が
乾
燥
ス
ト
レ
ス
に
応
答
す
る

時
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
（A

B
A

）
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
氏
ら
は
、
こ
れ
に
加
え
、A

B
A

に
依
存

し
な
い
制
御
系
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
。
さ
ら
に
、
環
境
ス
ト
レ
ス
応
答
遺

伝
子
群
が
発
現
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
制
御
領
域
と
そ
れ
に
結
合

す
る
転
写
因
子
の
同
定
に
成
功
し
、
と
く
に
、A

B
A

に
依
存
し
な
い
転
写
制

御
領
域
の
シ
ス
因
子D

R
E

（D
ehydration R

esponsive Elem
ent

）
と
転
写
因

子D
R

EB

（D
R

E B
inding protein

）
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
植
物
科
学
の
教
科
書
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

D
R

EB

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
う
ち
、D

R
EB

1

は
低
温
ス
ト
レ
ス
応
答
の
主
要
因
子

で
あ
る
こ
と
、D

R
EB

2

は
乾
燥
ス
ト
レ
ス
、
並
び
に
、
高
温
ス
ト
レ
ス
応
答

に
関
わ
る
こ
と
を
発
見
し
、
ま
た
、D

R
EB

1

の
遺
伝
子
に
つ
い
て
は
低
温
ス

ト
レ
ス
誘
導
の
た
め
に
作
用
す
る
二
つ
の
転
写
系
を
同
定
し
て
い
る
。

A
B

A

の
制
御
系
に
関
し
て
も
多
く
の
成
果
を
挙
げ
た
。A

B
A

に
依
存
し
た

転
写
調
節
に
関
わ
る
因
子
と
し
て
転
写
制
御
領
域
の
シ
ス
因
子A

B
R

E

（A
B

A
 

R
esponsive Elem

ent

）
に
結
合
す
る
転
写
因
子A

R
EB

（A
B

A
 R

esponsive 

Elem
ent B

inding protein

）
を
同
定
し
、
こ
れ
が
リ
ン
酸
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、A

B
A

の
生
合
成
と
分
解
に
関
わ

る
主
要
な
酵
素
を
同
定
、
さ
ら
に
、
そ
の
組
織
間
の
輸
送
に
関
与
す
る
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ーA

B
C

G
25

を
発
見
す
る
な
ど
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
応
答
に
お
け
る



二
二

A
B

A
に
よ
る
制
御
系
の
全
体
像
を
解
明
し
た
。

篠
崎
氏
ら
は
、
環
境
ス
ト
レ
ス
の
伝
達
や
受
容
に
関
わ
る
重
要
な
制
御
因
子

も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
く
に
シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
関
わ
る
リ
ン
酸
化
酵
素
に

関
し
て
集
中
的
に
研
究
を
進
め
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
応
答
やA

B
A

応
答
に
関
わ

る
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
にM

A
P

キ
ナ
ー
ゼ
やSnR

K
2

キ
ナ
ー
ゼ
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
にSnR

K
2

の
上
流
因
子
の
同
定
、
浸

透
圧
ス
ト
レ
ス
の
受
容
体
で
あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
の
発
見
な
ど
、
環
境

ス
ト
レ
ス
応
答
に
関
わ
る
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

水
分
欠
乏
の
情
報
は
根
か
ら
茎
の
維
管
束
系
を
介
し
て
葉
に
伝
わ
り
、
気
孔

が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
水
分
の
蒸
散
が
抑
え
ら
れ
る
。
篠
崎
氏
ら
は
、
こ

の
過
程
にC

L
A

V
A

TA
3

/ E
M

B
R

Y
O

-SU
R

R
O

U
N

D
IN

G
 R

E
G

IO
N

-

R
E

L
A

T
E

D
 25 （C

L
E

25

）
ペ
プ
チ
ド
が
関
与
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

C
LE25

は
水
分
減
少
に
応
答
し
て
根
で
合
成
さ
れ
、
道
管
を
通
じ
て
根
か
ら
葉

へ
輸
送
さ
れ
、
そ
の
後
、
葉
の
細
胞
の
受
容
体
に
結
合
し
てA

B
A

の
合
成
を

誘
導
す
る
。
そ
の
結
果
、
気
孔
が
閉
鎖
さ
れ
、
水
分
の
蒸
散
が
抑
え
ら
れ
る
。

こ
の
研
究
は
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
に
応
答
し
た
根
か
ら
葉
へ
の
長
距
離
シ
グ
ナ
ル

伝
達
の
た
め
に
、
ペ
プ
チ
ド
が
関
与
す
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
注
目
さ
れ
た
。

篠
崎
氏
ら
は
環
境
ス
ト
レ
ス
耐
性
作
物
の
開
発
に
関
す
る
応
用
研
究
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
国
際
共
同
研
究
を
進
め
、
イ
ネ
、
コ
ム
ギ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
に
つ

い
て
乾
燥
ス
ト
レ
ス
耐
性
作
物
、
塩
ス
ト
レ
ス
耐
性
作
物
な
ど
の
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
て
、
環
境
ス
ト
レ
ス

耐
性
遺
伝
子
や
ス
ト
レ
ス
応
答
性
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
利
用
な
ど
に
関
す
る
数
多

く
の
成
果
を
挙
げ
た
。
と
く
に
、
国
際
農
業
研
究
協
議
グ
ル
ー
プ
（C

G
IA

R

）

の
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
は
、
乾
燥
地
に
お
け
る
イ
ネ
や
ダ
イ
ズ
の
乾
燥
耐

性
強
化
、
お
よ
び
、
収
量
増
加
に
成
功
し
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
用
い
た
基
礎

研
究
が
乾
燥
耐
性
作
物
の
開
発
に
応
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

篠
崎
一
雄
氏
、
篠
崎
和
子
氏
の
共
同
研
究
に
よ
る
成
果
は
、
植
物
科
学
分
野

で
は
と
く
に
引
用
度
が
高
く
、
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
／
ク
ラ
リ
ベ
イ
ト
ア
ナ

リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
るH

ighly C
ited R

esearchers

と
し
て
二
〇
一
四
年
か
ら
連

続
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
両
氏
は
日
本
植
物
生
理
学
会
賞
や
つ
く
ば
賞
を

共
同
受
賞
し
て
い
る
。
個
別
に
は
、
一
雄
氏
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、
紫
綬
褒

章
、
文
化
功
労
者
表
彰
な
ど
を
受
賞
・
受
章
、
国
際
的
に
も
、
国
際
生
物
学
賞

（
環
境
応
答
分
野
）、K

halifa International Aw
ard

を
受
賞
し
、
米
国
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
国
際
会
員
や
米
国
植
物
生
物
学
会
パ
イ
オ
ニ
ア
会
員
に
選
出
さ
れ

た
。
一
方
、
和
子
氏
は
東
京
テ
ク
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
賞
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
、
み
ど
り
の
学
術
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

以
上
、
篠
崎
一
雄
、
篠
崎
和
子
両
氏
の
共
同
研
究
に
よ
る
卓
越
し
た
業
績
は

日
本
学
士
院
賞
に
相
応
し
い
と
判
定
さ
れ
る
。



二
二

主
要
な
論
文
の
目
録

篠
崎
一
雄
氏
に
は
約
四
〇
〇
報
の
論
文
と
約
一
〇
〇
報
の
総
説
が
あ
り
、
篠

崎
和
子
氏
に
は
約
三
〇
〇
報
の
論
文
と
約
五
〇
報
の
総
説
が
あ
る
。
主
要
な
論

文
を
次
に
挙
げ
る
。
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Yam
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 2. 

M
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., H
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